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教科書・副教材 未来へひろがるサイエンス３(啓林館)、中学の理科 生物・地学（教育開発出版株式会社） 

 

科目の目標 

生命、地球の分野を学ぶことを通して、身近な現象や身の回りの科学について理解できるようになる。また、科学的に探究す

るために必要な観察，実験などに関する基本的な技能を身につける。生命、地球の分野を学ぶことを通して、それぞれの中に

問題を見いだし、見通しをもって観察，実験などを行い，その結果を分析して解釈し表現するなど、科学的に探究する活動を

通して，規則性を見いだしたり課題を解決したりする力を身につける。生命、地球の分野に対して自ら進んで関わり，科学的

に探究しようとする態度を養うとともに，自然を総合的に見ることができるようになる。 

 

評価の観点 

評価の観点 評価の観点 評価の観点 

科学についての基本的な概念や原

理・法則などを理解しているととも

に，科学的に探究するために必要な

観察，実験などに関する基本操作や

記録などの基本的な技能を身に付

けている。 

科学についての問題を見いだし，見

通しをもって観察，実験などを行

い，得られた結果を分析して解釈

し，表現するなど，科学的に探究し

ている。 

科学的な現象に進んで関わり，見通

しをもったり振り返ったりするな

ど，科学的に探究しようとしてい

る。 

評価の方法 

定期考査、小テスト、パフォーマン

ス課題、リフレクション 

定期考査、小テスト、パフォーマン

ス課題、リフレクション 

定期考査、小テスト、パフォーマン

ス課題、リフレクション 

 

年間学習計画 

学期 学習内容 時数 主な評価方法 

１ 

学 

期 

【生命】生命の連続性  定期考査 

小テスト 

パフォーマンス課題 

リフレクション 

授業に取り組む態度 

 

１章 生物のふえ方と成長 ９ 

２章 遺伝の規則性と遺伝子 ６ 

３章 生物の種類の多様性と進化 ５ 

【生命】まとめと発展 ４ 

  

２ 
学 

期 

【地球】宇宙を観る  

１章 宇宙の天体 ６ 

２章 太陽と恒星の動き ８ 

３章 月と金星の動きと見え方 ６ 

【地球】まとめと発展 ４ 

  

３ 

学 

期 

【環境】自然と人間  

１章 自然界のつり合い ５ 

２章 さまざまな物質の利用と人間 ４ 

３章 科学技術の発展 ２ 

４章 人間と環境 ４ 

５章 持続可能な社会をめざして ４ 

１年間のまとめと発展 ３ 

 


